
公益財団法人 加藤科学振興会

令和4年度事業報告書

自 令和4年4月1日

至 令和5年3月31日

Ｉ. 公益目的事業

1. 研究奨励金の交付

科学に関する独創的な学術研究に対し研究奨励金を交付している。本年度は下記のような手順で実施

された。

募集：令和 4 年度の研究奨励金の公募を令和 3 年 10 月 1 日にホームページで開始した。同時期に､4

つの学会誌に応募概要の掲載を行った。応募締め切りは令和4年3月13日。

選考：令和 4 年 4 月 8 日に研究奨励金交付者選考委員会による交付者選考が行われ、応募総数 36 件

から25名が選考された。新型コロナ感染リスクが高い時期であったため、選考委員会は、委員長のみ

が事務所で、他の委員は全員オンラインでの会議となった。

決定と交付：選考委員会の選考結果を書面による理事会に諮り承認が得られたため、令和 4年度の交

付対象者が決定された。

本年度は計画通り 25 件、1 件あたり 30万円で、総額750 万円が交付された。交付対象者と対象テー

マについては付属明細書－１：令和 4 年度研究奨励金交付者一覧参照。

奨励金の贈呈式は令和 4 年 6 月 24 日に銀座ブロッサムで開催され、理事長から交付者に直接手

渡しされた。ただ、参加者による懇親会は新型コロナウィルス感染リスクが避けられないとの判

断から中止とした。

２．研究助成金の交付

各大学及び公立研究所等から申請された研究課題の中から当財団の研究助成金交付者選考委員会が厳

選し、理事会が承認した研究に対し研究助成金を交付している。本年度は下記のような手順で実施さ

れた。

募集：令和 4 年度の研究助成金の公募を令和 3 年 10 月 1 日にホームページで開始した。同時期に､4
つの学会誌に応募概要の掲載を行った。応募締め切りは令和3年12月18日。

選考：事前に、選考委員に応募書類を送付し、代表的な発表論文はＷＥＢで閲覧できるような環境を

作り、それぞれの応募者の評価を行ってもらい、事務所で各選考委員の評価シートを集計した。令和

4年4月7日に、財団事務所には委員長以下2名の委員が出席し、3名はオンラインでのハイブリ

ッド方式で選考が行われ、26件の応募者の中から12名が選考された。

決定と交付：選考委員会の選考結果を書面による理事会に諮り承認が得られたため、令和 4年度の交

付対象者が決定された。本年度は12件、各100万円、総額1,200万円が交付された。交付対象者と対

象テーマについては付属明細書－2：令和4年度研究助成金交付者一覧参照。

助成金の贈呈式は令和 4 年 6 月 24 日に銀座ブロッサムで開催され、理事長から交付者に贈呈証

が渡され、助成金は振り込みで交付された。



３．研究助成期間修了者による研究成果報告会の開催

令和4年度の研究助成金、研究奨励金の贈呈式に引き続き、令和4年3月末までに助成機関が終了し

た交付者による研究成果報告会が開催された。本年度は14名の対象者による報告が行われた。本報告

会で配布した報告書集はホームページに公開し閲覧可能とした。

４．加藤記念賞の授与

(公社)電気化学会会長、当財団役員・評議員及び選考委員が推挙した顕著な科学的研究成果あるいは

功績を挙げられた方の中から、当財団の選考委員会が受賞候補者を選定し、理事会が承認した方に対

して加藤記念賞として賞状と金メダルを贈呈し顕彰している。

選考委員会は、第1回目を令和4年7月29日、第2回目を令和4年8月22日に開催した。第1回で

2人の候補者に絞り込み、調査担当委員により調査報告書を作成し、第2回目の委員会で議論を行い、

授賞候補者を決定した。選考結果を理事会で審議の結果、選考委員会の提案通りに承認された。

令和4年度加藤記念賞は下記の2名に授与されることとなった。

                                    

西原 寛 氏 東京理科大学総合研究院長     

「金属錯体二次元物質「配位ナノシート」の創製と機能応用」

池末 明生 氏 株式会社ワールドラボ代表取締役               
「透光性多結晶セラミックスの開発と応用」               

授賞式は令和4年11月18日に銀座ブロッサムで開催された。授賞式に引き続き、受賞者による受賞

記念講演が行われた。ただ残念ながら、新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、祝賀会は見送

られた。

II. その他事業

１．加藤与五郎先生記念講演会の後援

(公社)電気化学会が主催し、大学と産業界の学術研究者を対象として開催する「加藤記念講演会」

を後援し、後援金を交付している。本年度は、令和5年 3月 28日にオンライン併用のハイブリ

ッド形式で開催された電気化学会第90回大会の「加藤記念講演会」に30万円を後援金として寄

付を行った。本年度は、横浜国立大学特任教授 渡邉正義先生による「高分子・イオン液体・イ

オンゲル：電解質研究と電気化学」の講演が行われた。

２．理科研究教育資金の支給

刈谷市教育委員会の要請に応じ、同市の小学校ならびに中学校10校以上に対して児童理科研究

教育資金を助成している。本年度も、刈谷市教育委員会経由で100万円の助成を行った。各学

校から校長名で報告書､礼状を受け取った。

III. その他の活動



１． 会議の開催状況  

（１）理事会を下記の通り開催し、すべての議案が原案通りに承認された。  

・第1回理事会（書面）

日 時  令和4年4月18日

議 案  1．令和 4 年度研究奨励金交付者の選考結果の承認の件

2．令和 4 年度研究助成金交付者の選考結果の承認の件

  

・第2回理事会（書面）

  日 時  令和4年5月23日

議 案  1．令和 4 年度贈呈式・成果発表会開催について

  ・第3回理事会（書面）

   日 時  令和4年5月23日

議 案  1. 令和3年度事業報告案承認の件

   2. 令和3年度収支決算案承認の件

3. 定時評議員会招集決議の件

      

・第 4回理事会

      日 時  令和4年6月24日

         場 所  銀座ブロッサム ミモザの間

      議 題  1．令和4年度第1回中間業務執行報告承認の件

  ・第 5回理事会

      日 時  令和4年8月22日

     場 所  財団事務所

      議 題  1．令和4年度加藤記念賞授賞者の選考委員会の結果の承認

2. 選考委員会委員の任期満了に伴った改選候補者の承認

3.  財団創立80周年記念行事の内容検討と基本方針の決定

  ・第 6回理事会

      日 時  令和4年11月18日

         場 所  銀座ブロッサム ミモザの間

      議 題  １．執行理事による令和4年度第２回業務執行報告承認の件

報告事項 1. 11月6日の加藤与五郎博士顕彰祭と加藤与五郎博士生誕150年の記念行事

  ・第 7回理事会（書面）

      日 時  令和5年2月7日

      議 題  １．令和4年度第2回評議員会招集の件

          

  ・第 8回理事会



      日 時  令和5年3月3日

     場 所  財団事務所

議 題  １. 令和 5 年度事業計画案承認の件

           2． 令和 5 年度収支予算案承認の件

3. 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類承認の件

4. 定時評議員会開催決定決議の件

  報告事項 1. 令和5年度の研究助成金の応募状況について

   2. 6月の評議員会での､任期満了に伴った理事、評議員の選任について

3. 式典会場の銀座ブロッサムから学士会館への変更について

（２）評議員会を下記の通り開催し、すべての議案が原案通りに承認された。

    ・第1回評議員会（定時評議員会）

   日 時  令和4年6月24日

        場 所  銀座ブロッサム ミモザの間

議 題   1．令和3年度事業報告案承認の件

    2．令和3年度収支決算案承認の件

3．任期満了に伴った監事の選任の件

     ・第2回評議員会

日 時  令和5年3月3日

場 所  財団事務所

議 題 1. 令和 4 年度事業計画案承認の件

          2．令和 4 年度収支予算案承認の件

3. 資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類承認の件

報告事項

   1. 6月の評議員会での､任期満了に伴った理事、評議員の選任について

2. 式典会場の銀座ブロッサムから学士会館への変更について

２． 財団創立８０周年記念式典の開催

昭和 17 年(1942)2 月 24 日、当財団の創立以来今年が 80 年目に当たる。それを祝して下記のごと

く記念式典を行った。

日 時： 令和4年11月18日 15時～ 17時

場 所： 銀座ブロッサム

東工大学長、ＴＤＫ株式会社役員、電気化学会会長から祝辞を頂き、「財団創立80年の軌跡」なる

スライドショーを行い盛会であった。


